
「令和３年度　自己点検・自己評価について」

  本校では、教育水準の向上と活性化を図り医療教育専門学校としての教育目標及び社会的使命を達成するため、自己点検・

評価委員会を設け、本校の教育研究活動等の状況について『専修学校における学校評価ガイドライン』に基づき自己点検・評

価を適切に実施し、その結果を報告書として取りまとめました。

また、前年度の自己点検・自己評価報告の要改善事項、並びに、学校関係者評価で頂きました貴重なご意見を基に改善を図

るべきものは、既に本自己点検・自己評価報告に反映し、ＰＤＣＡサイクルが上手く機能していくようにする所存です。

  今後は、この自己点検・評価の結果、また、本結果報告に基づき学校関係者評価を行い学校関係者評価委員会にて提起さ

れます改善意見を参考にして更なる教育水準の向上に努め、医療教育に携わる専門学校として改善に努めてまいります。

 

令和4年6月
関東リハビリテーション専門学校
副校長・自己点検評価委員長　内山孝夫



基準１　　教育理念・目標・育成人材（ディプロマポリシー）等

点検・評価
の進捗度

1-1 ◎

1-2 ◎

1-3 ◎

1-4 ◎

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

学校の教育理念・目
標・育成人材（ディプロ
マポリシー）は定めら
れているか

明確に定められている
教育理念・目標及び育成人材
像は学則・パンフレットに明記 特になし

学校ＨＰに教育理念
等を新たに開示した

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

社会のニーズを学校
教育の目標及び将来
構想等に反映したもの
となっているか

高齢化社会のニーズに合わせ
て医療現場に求められる人材
を養成する。

①障がい者スポーツ指導員認
定校
②福祉・介護関連資格取得の
サポート等

現在の取組みが陳腐化また
ニーズに取り残されない様に常
に社会ニーズに留意し、必要
な刷新を図っていく

R3年度から日本ス
ポーツリハビリテー
ション学会認定ト
レーナーの認定校

学校の職業教育の特
性は何かが明確か

各学科とも医療系国家資格養
成校であり、卒業時の国家資
格受験資格を取得する。

各課程は養成施設指定規則の
基準を満たしている

根拠規則の改正（2020.4適用）
に伴い教育内容を見直した。
常に規則に適合する状態を維
持する。

学校の教育理念・目
標・育成人材（ディプロ
マポリシー）は学生・保
護者等に周知されて
いるか

各学生には新入時のオリエン
テーションで明示している。
また、パンフレットに明示し保護
者を含めて周知している。

教育理念を1階ロビーに掲示、
また学校パンフレットにディプロ
マポリシー等を明示

特になし



基準２　　学校運営

点検・評価
の進捗度

2-1 ◎

2-2 ◎

2-3 ◎

2-4 ◎

2-5 ◎

2-6 ◎

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

目的等に沿った運営
方針が策定されている
か

明確に定められている 年度事業計画 特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

運営組織や意思決定
機能は規則等に明確
化され、有効に組織運
営されているか

決裁に関する学園規定も整備
され、校内においては機能組
織図の職責に基づく規定により
業務を進めている。

都築学園規定
関東リハビリテーション専門学
校事務組織規程

特になし

運営方針に沿った事
業計画が策定されて
いるか

予算案を含めて各年度で策定
され、5月、6月に明示される

各年度の事業計画及び予算執
行計画

特になし

教育及び予算執行等
について意思決定に
関するシステムは整備
されているか

学園規定により明確に規定さ
れている。

都築学園規定（事務稟議） 特になし

人事・給与に関する規
則等は整備されている
か

学園規定により明確に規定さ
れている。

都築学園規定（人事・給与） 特になし

情報システムを導入
し、業務の効率化及び
情報公開は図られて
いるか

予算管理及び学生管理等一部
は校務システムが導入され情
報共有が図られている。
情報公開についてもＨＰ上に
掲示している。

校務システム
関東リハビリテーション専門学
校ＨＰ

令和元年からＨＰ上に公開中



基準３　　教育活動

点検・評価
の進捗度

3-1 ◎

3-2 ◎

3-3 ◎

3-4 ○

3-5 ◎

3-6 ◎

資格取得等に関する
指導体制はあるか、ま
た、カリキュラム内での
体系的な位置付けと
なっているか

国家資格取得に向けて知識が
段階的に蓄積される様に１年時
から国試対策模試を取り入れ、
３年時には総復習を行うなどの
サポートを行っている

模試実績（１年、２年、３年）
国家試験対策講義

特になし

各学科のカリキュラム
は体系的に編成され
ているか

国家試験受験資格を得られる
ための課程としてPT/OT養成
施設の指定基準を満たしてい
る

同上 特になし

教育理念に沿った課
程編成、育成人材像
を踏まえた教育到達レ
ベルや学習時間の確
保は明確にできている
か

ＰＴ／ＯＴ養成所の教育課程に
位置付けられ教育が実施され
ている

PT/OT養成施設の指定基準を
満たし認定を受けている

特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

授業評価の実施・評価
体制はあるか

学生への授業アンケートを全教
科行い、評価とともに要望の吸
い上げなどに活用している

授業アンケート
アンケートのみで、教育技法等
に関する評価として具現化した
ものの導入を継続課題とする

キャリア教育・職業実
践教育の視点に立っ
た教育方法の工夫・開
発が行われているか

厚生労働省の基準を満たすカ
リキュラムに現場力を生かす独
自性を加味している

日本障がい者スポーツ指導員
養成施設認定校 特になし

成績評価・単位認定、
進級・卒業判定の基準
は明確になっているか

Ａ／Ｂ／Ｃ／Ｄの成績評価及び
単位認定の基準は明確である

関東リハビリテーション専門学
校学則

特になし





点検・評価
の進捗度

3-7 ○

3-8 ○

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

教員が先端的な知識・
技能等を修得するた
めの研修、また、指導
力育成・資質向上のた
めの取組みが行われ
ているか

知識・技量維持のための病院
研修等を各教員は週一回行っ
ている。また、各学科とも各種
学会、教員研修会などにも可
能な範囲で参加している。

出勤簿
学会研修参加については、出
張記録簿

学会等の研修については、
業務の都合、また、予算上で参
加できない場合も多々あった。
今後は、研修の開催目的の軽
重に応じて取捨選択を行う

Ｒ３年度もオンライン
講習に参加

優れた教員を確保す
るためのマネジメント
や職員の能力開発の
ための研修等が行わ
れているか

資格が求められるポストは空位
を容易に確保するのは難しく、
視野を長期にした対応が求め
られる。特に現職員の異動希
望と業界関係者の情勢変化の
把握を大事にしている。
現在欠員となっている作業療
法学科教員1名の充足が間に
合っていない。

職員充足率
現在、欠員中であるが、専任教
員候補者を選定し、採用に向
けて活動中である。

作業療法学科専任
教員の欠員１につい
て引継ぎ続き募集活
動中である。



基準４　　学修成果

点検・評価
の進捗度

4-1 ◎

4-2 ○

4-3 ○

4-4 ○

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

就職率の向上が図ら
れているか

就職希望者の就職内定率は、
開校以来１００％である。

本校学校案内 特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

退学率の低減が図ら
れているか

令和３年度の退学者は、コロナ
の影響を大きく受けた前年度に
比し幾分減少した（R2；28名➡
R3;15名）が、昼間部1年生が
（R2;15名➡R3;8名）と今年も５
割を占め比較的多く発生して
いる。

前々年度及び前年度実績

コロナ禍による影響の大きかっ
た前年度の教訓から、原則対
面授業、状況によりオンライン
授業を併用することで学生対
応がある程度効果的にできた。
コロナの影響は今後も予測さ
れ、状況に応じ、工夫を凝らし
学校として学生のフォローに真
摯に取り組んでいく。

資格取得（国家試験合
格）率の向上が図られ
ているか

前年度のコロナ禍の悪影響の
教訓を活かし、理学療法学科
は効果的に対面指導を行い所
望の成果を得た。
一方、作業療法学科は一昨年
度に取り入れた個人学習ツー
ルがコロナ禍にあってもある程
度の効果を発揮している。

厚生労働省告示
国家試験 学校別合格状況
（PT　R3.2 19/27 70.4%　➡
　　 　R4.2 28/29 96.6%)
（ＯＴ R3.2  3年制　11/11
100%
   　   　 4年制　 4/7 57.1% ➡
R4.2 3年制　14/18　77.8％)

今後もコロナの影響は続くと考えら
れ、状況や時宜に応じ指導法の創
意工夫と安定した成果に繋がる対
応が求められる。

（部外）
模試の有効活用
令和元年度から部
外ツール(ﾘﾊﾄﾞﾘﾙ；
過去問題のスマホア
プリ）の活用を開始
し理解を深めた

卒業生・在校生の社会
的な活躍及び評価を
把握しているか

業界団体研修や同窓会により
卒後のキャリア形成に向けた
ニーズの把握に努めている。

研修後の懇親会、同窓会や懇
親会、また、本校の学校祭への
ＯＢ参加者から情報収集

現在、常設した形のものはない
ため、今後同窓会を作るか引き
続き検討する。



基準５　　学生支援

点検・評価
の進捗度

5-1 ◎

5-2 ○

5-3 ○

5-4 ◎

5-5 ◎

5-6 ◎

5-7 ○

進路・就職に関する支
援体制は整備されて
いるか

就職課・学生課、担任及び各
学科による支援体制は整備さ
れ有効に機能している。
病院施設による説明会も開催

関東リハビリテーション専門学
校組織機能図

特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

学生の経済的側面に
対する支援体制は整
備されているか

日本学生支援機構／東京都育
英会の奨学金、本校の提携
ローン
国の修学支援制度の認定校に
指定を受けた

学生募集要項
認定指定校名簿

毎年、数名は経済的な理由の
退学者が生じている。
他の学生支援の道も追及する

修学支援制度の認
定校に継続指定
今後、対象者の手
続きを推進する。

学生相談に関する体
制は整備されているか

学級担任を中心に対応してい
るが、別に学生課にも相談窓
口を設け複数窓口体制として
いる。

学級担任制度
学生相談窓口を掲示

前年度の退学者発生状況から
相談体制について心の窓口的
なものの新設を含めて要検討と
学校関係者評価委員会から提
言を受けた。

学生相談員を設置
する方向で準備中

学生の生活環境・課外
活動等を支援する体
制は整備されているか

学級担任を中心に対応してい
る。

校外活動届等 特になし

学生の健康管理を担
当する組織はあるか

学生課を中心とした支援体制
を整備し、かつ、年一度の健康
診断を実施している。

行事計画／健診記録等 特になし

卒業生への支援態勢
はあるか

学校祭日を軸に同窓会を開催
本校ＨＰ上に卒業生への発信
欄はあるが、必要書類の手続き
に限定されている

関東リハビリテーション専門学
校ＨＰ卒業生の方へ

ＨＰの卒業生ページの機能拡
大を検討中
本年度のＨＰ改変時の項目追
加掲載を検討中

保護者とは適切に連
絡・連携が図られてい
るか

内容により必要の都度、各学科
／教務課／会計課が対応して
いる。

家庭通信記録 特になし



点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】



基準６　　教育環境

点検・評価
の進捗度

6-1 ◎

6-2 ◎

6-3 ◎

基準７　　学生の募集と受入

点検・評価
の進捗度

7-1 ◎

7-2 ◎

7-３ ○

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

施設・教材は、教育上
の必要性に対応できる
様に整備されているか

教育に支障の無いように更新・
修理等行っている。

軽易な故障についてはその都
度、早期に修理し、更新が必要
な教材については年度計画で
実施している。

特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

防災体制は整備され
ているか

整備し、入学時の新入生オリエ
ンテーションにて周知してい
る。

定期的な防災点検、災害時の
備蓄も学生分備蓄している。

特になし

実習施設等の教育体
制は整備され、十分な
連携は図られているか

学生数の実習先を確保してい
る。

バイザー会議や日々の連絡・
訪問等で実習先との連携は十
分にとっている。

特になし

現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

各入試の出願時期を厳守して
行っている。

ＡＯ出願9月、社会人出願9月、
高校推薦出願10月、一般出願
11月

特になし

点検小項目

学生募集において適
正な評価基準を設け
選考を行っているか

各選考項目を点数化し合否基
準を設けて選考している。

評価平均5点満点中、3点以上
を合格としている。

特になし

学生募集活動は、適
正に行われているか

学生募集成果

年度当初の募集目標との対比
　昼間部；　３３／４０
　夜間部；　１２／３０
ともに年度目標には満たなかっ
た。

Ｒ４年度新入生募集記録

夜間部が８割の目標に大きく届
かなかった事の要因を考察し、
募集広報に更なる工夫を加
え、年度目標を達成できるよう
努力する。



基準８　　財務

点検・評価
の進捗度

8-1 ○

8-2 ◎

8-3 ◎

基準９　　法令等の遵守

点検・評価
の進捗度

9-1 ◎

9-2 ◎

9-3 ◎

中・長期的に学校の財
務基盤は安定している
か

安定している。
学園グループとして、毎年経営
改善を図っている。

本校のみの収益でも安定した
収支となり、各種の事業を具現
化し易い環境となる様に努力
する。

学校独自；夜間のＯ
Ｔ学科の充足が低く
学生募集努力を継
続する。

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

財務について監査が
適正に行われ公開さ
れているか

外部の公認会計士による会計
監査を実施している。

2年に1度、会計監査を行って
いる。

特になし

予算執行及び収支計
画は妥当なものとなっ
ているか

年度末に翌年度の予算計画を
行い、本部の決裁を受けてい
る。

本部決裁後に実施している。 特になし

関係法令及び養成施
設設置基準が遵守さ
れ適性に運営されて
いるか

適切に運営している。
関係法令及び養成施設設置基
準を厳守していると認識

特になし

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

自己評価・学校評価が
行われ、その結果を公
開しているか

自己点検・学校関係者ともに実
施し、その成果をＨＰにて公開
している。

本校ＨＰの情報公開ページ 特になし

個人情報保護対策が
図られているか

個人情報についてはほぼ適切
に保護されている。

個人情報の漏えいに対しての
危機管理を意思統一している。
個人情報保護については学園
規定

特になし



点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】



基準１０　　社会貢献

点検・評価
の進捗度

10-1 ○

10-2 ◎

10-3 △

点検・評価の進捗度　　【適切…◎、　ほぼ適切…○、　やや不適切…△、　不適切　…×】

学校の教育資源や施
設を活用した社会貢
献・地域貢献を行って
いるか

地元中学の職業体験の受入れ
や学校祭を活用した地域住民
への体験講座等を行っていた
がコロナ禍で昨年度は中止と
なった。

コロナ禍なので、過去数年間の
地元中学生や地域住民に対す
る体験講座の実績。

コロナの感染状況を注視しつ
つ、監督官庁の指導を仰ぎ、可
能な範囲での実施を追及す
る。

昨年度も学校祭がコ
ロナ禍で中止となり
調査機会を失し、本
件は継続扱いとす
る。

点検小項目 現状認識・評価等 評価等の理由（根拠） 課題と対策 備考

地域に対する公開講
座・教育訓練（職業訓
練等を含む）の受託等
を実施しているか

地域住民へ学校祭の機会を活
用した障がい者体験講座等を
行っていたがコロナ禍で昨年
度も中止となった。

コロナ禍なので、過去数年間の
地域住民に対する体験講座の
実績。

１０-１に同じ

学生のボランティア活
動を奨励し、活動支援
を行っているか

東京民医連等が行う夏ゼミや
立川市内でのボランティア活動
などへの参加を促している。

毎年数名の学生が参加してい
る。

特になし


